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こ
れ
ま
で
、
日
韓
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
主
義
を
含
む
様
々
な
知
識
人
の
存
在
が
有
す
る
価
値
的
側
面
と
役
割
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
今
回
は
以
前
論
述
し
た
キ
リ
ス
ト
教
知
識
人
の
う
ち
、
無
教
会
主
義
の
創
始
者
で
あ
る
内
村
鑑
三
に
感
化
を
受
キ
ム
キ
ヨ
シ
ン
け
た
第
二
世
代
と
し
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
無
教
会
主
義
の
普
及
を
目
指
し
た
金
教
臣
（
’
九
○
一
’
一
九
四
五
）
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
彼
は
、
本
来
の
無
教
会
主
義
に
お
い
て
主
な
る
価
値
的
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
非
戦
論
と
平
和
主
義
に
依
拠
し
た
信
仰
的
価
値
を
支
柱
と
し
て
、
朝
鮮
の
植
民
地
状
況
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
提
示
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
金
教
臣
は
朝
鮮
半
島
の
東
北
部
に
あ
る
威
鏡
南
道
の
威
興
で
一
九
○
一
年
四
月
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
漢
学
を
学
び
、
厳
格
な
儒
教
的
家
風
の
中
で
成
長
し
た
彼
は
、
如
何
な
る
価
値
体
系
よ
り
も
、
人
と
し
て
あ
る
べ
き
道
に
準
拠
し
た
道
徳
的
姿
勢
を
保
持
し
続
け
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
六
）
（
崔
）
一二五
１．個人的価値の実践を通した社会奉仕ｌ金教臣
戦中戦後知識人の担った使命と役割（六）
崔
先
鏑
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る
こ
と
が
至
高
の
価
値
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
将
来
無
教
会
主
義
と
趨
遁
す
る
こ
と
で
精
神
世
界
を
拡
げ
て
い
く
彼
に
と
っ
ては、世界における普遍的真理を求めていくことに通底するものであったのである。彼は、人間内部における「仁」
「義」「礼」「智」の観念の実践によって、正しいことを判断し、人間的善性を拡張して行くことが必要であると認識
し、例を挙げれば、儒教の論語における「吾十有五而志干學、三十而位、四十而不惑、五十而知天命、六十而耳順、
（１） 
七十而従心所欲不踊矩」（吾十有五にして学に志し、一二十にして立つ、四十にして惑わず、五十にして天命を知る、
六
十
に
し
て
耳
順
う
、
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
え
ど
も
矩
を
瞼
え
ず
）
と
い
っ
た
内
容
を
人
生
の
道
標
と
し
て
設
定
し
、
人
間
内
部
に
お
け
る
仁
を
完
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
自
ら
の
意
志
と
努
力
を
絶
え
ず
人
生
に
傾
注
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
然
に
「
従
心
所
欲
不
蹴
矩
」
に
到
達
す
る
こ
と
こ
そ
が
人
間
の
存
（２） 
在価値でもあると考えつつ、成長し青年期を迎えた彼は、一九一九年に日本へ渡り声杢泉高等師範学校英語科に入学、
’九二一年一月から内村鑑三の「聖瞥研究会」に出席することとなった。ここで彼は、ローマ瞥講義を中心としてキ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
思
想
的
基
盤
を
手
に
入
れ
、
塚
本
虎
二
、
矢
内
原
忠
雄
ら
と
意
気
投
合
し
て
内
村
鑑
三
の
聖
書
研
究
会
を
よ
り
本
格
化
させるとともに、第二世代無教会主義グループを形成し中心的役割を果たした。聖書研究会において同じく無教会主
義における信仰的知己であった矢内原忠雄は金教臣について次のように述べている。
氏は東京高等師範学校を卒業し、帰鮮して京城養正中学に長く教鞭を取り、深き精神的感化を生徒の間に残し
た様子である。それよりも重要なことは、氏が東京留学中内村鑑三先生の門にて聖書を学び、『聖書朝鮮』と題
する朝鮮語の雑誌を発行して、無教会福音を全鮮は無論、満州までも普く宣く伝へられた事であり、氏は実に朝
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無
論
、
彼
ら
第
二
世
代
の
無
教
会
主
義
グ
ル
ー
プ
の
諸
構
成
員
の
間
に
は
、
内
村
の
無
教
会
論
よ
り
も
一
層
キ
リ
ス
ト
信
仰
心
を
深
め
よ
う
と
し
た
流
れ
だ
け
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
宗
教
的
領
域
か
ら
切
り
離
し
て
一
種
の
非
宗
教
的
社
会
思
想
と
し
て
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る人たちも存在していた。このような両者の立場の中庸に立ち、無教会主義を朝鮮における思想的解放と独立運動の
二
つ
の
領
域
に
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
た
金
教
臣
は
、
信
仰
を
深
め
て
真
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、
言
い
換
え
れ
ば
宗
教
的
奉
仕
者
に
な
る
こ
と
が
延
い
て
は
祖
国
を
植
民
地
状
況
か
ら
救
う
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
内
村
は
真
の
キ
リ
ス
ト
教
と
は
、
如
何
な
る
立
派
な
歴
史
的
な
経
緯
と
背
景
に
依
拠
し
て
い
る
か
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
歴
史
的
な
束
縛
を
内
部
か
ら
打
破
し
続
け
ることによって常に革新していくものであると判断していた。日本における超国家主義に抵抗し無教会主義を通して
自主性を強調していた内村鑑三だが、金教臣は内村におけるこのような信念こそが真の愛国であり、真の平和主義に
直結していることに深い理解と認識を示していた。内村鑑三の強い精神性と思想における信念に感銘を受けた金教臣
は
、
実
際
の
行
動
を
通
し
て
自
己
の
信
念
を
表
明
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
倫
理
の
実
践
と
真
理
の
普
遍
化
に
繋
が
る
と
見
な
し
て
い
た
のである。
内村鑑三の弟子として、金教臣は、内村の無教会主義における精神的遺産を守り続ける一方で、朝鮮に視点を移し
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
六
）
（
崖
）
一二七
鮮
に
於
け
る
無
教
会
伝
道
の
創
始
者
で
あ
り
、
指
導
者
で
あ
り
、
第
一
人
者
で
あ
り
、
柱
石
で
あ
っ
た
。
余
が
昭
和
十
五
年
夏
朝
鮮
に
伝
道
旅
行
を
試
み
た
時
も
、
事
実
上
の
主
催
者
た
り
、
協
力
者
た
り
し
者
は
氏
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
余
は
履
氏
と
会
ひ
、
氏
の
家
に
迎
へ
ら
れ
、
氏
と
主
に
在
る
交
を
結
ん
だ
。
敦
厚
に
し
て
愛
深
く
、
慧
敏
に
し
て
信
正
し
く
、
温
容
佑
佛
と
し
て
な
ほ
眼
（３） 
一別にあり、年齢は余より数年若くあったと記憶する。
Hosei University Repository
法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
四
号
一二八
た
場
合
の
内
村
の
無
教
会
主
義
の
政
治
的
限
界
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
自
ら
は
独
白
］
的
と
も
い
え
る
か
た
ち
で
無
教
会
主
義
と
独
立
運
動
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
を
眼
目
と
し
て
活
動
を
展
開
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
た
。
ま
た
彼
は
、
既
存
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
見
ら
れ
る
絶
対
的
な
神
中
心
主
義
こ
そ
が
、
寧
ろ
盲
目
的
な
人
間
の
自
己
主
張
を
生
み
出
す
元
凶
と
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
（４） 
実
に
肝
要
で
あ
る
。
自
己
中
心
的
な
人
間
至
上
主
義
が
発
生
し
、
そ
れ
が
人
間
の
最
大
の
罪
に
な
り
が
ち
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
こ
で
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
盲
目
的
で
自
己
中
心
的
な
人
間
至
上
主
義
を
防
止
す
る
た
め
に
も
絶
対
的
な
神
中
心
主
義
を
排
除
す
べ
き
で
あ
り
、
無
教
会
主
義
を
実
現
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
彼
は
、
「
教
会
内
部
だ
け
に
限
ら
ず
教
会
外
部
に
も
神
の
救
援
（５） 
は存在する」と主張しつつ、神による救いが教会への所属有無に関係なく可能なものと考毫えていたのであった。また、
無
教
会
主
義
と
は
、
一
定
の
形
式
内
で
束
縛
を
掛
け
よ
う
と
す
る
一
部
の
教
会
主
義
者
た
ち
に
対
抗
す
る
意
味
で
、
永
久
に
教
会
組
織
を
う
ち
立
て
る
事
を
行
わ
な
い
意
志
的
精
神
を
示
す
も
の
と
感
得
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
は
、
自
ら
の
無
教
会
主
義
に
お
け
る
解
放
的
梢
神
性
に
つ
い
て
極
瞳
扮
し
つ
つ
も
、
無
教
会
主
義
の
信
仰
者
同
士
の
集
ま
り
だ
け
で
は
こ
の
よ
う
な
精
神
的
解
放
の
実
現
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
無
教
会
主
義
」
自
体
か
ら
固
定
的
形
式
化
を
否
定
す
る
綱
神
と
し
て
、
無
限
の
自
己
革
新
と
批
判
な
し
で
は
現
実
化
さ
れ
な
い
も
の
と
み
て
お
り
、
無
教
会
主
義
を
一
つ
の
新
し
い
教
会
論
の
形
態
と
し
て
理
解
す
る
立
場
に
反
対
し
た
。
彼
は
む
し
ろ
「
我
々
は
無
教
会
主
義
者
と
し
て
、
我
々
を
束
縛
す
る
全
て
の
権
威
、
並
び
に
誘
惑
す
る
勢
力
か
ら
自
ら
（６） 
を
解
放
さ
せ
て
い
く
」
と
発
言
し
、
一
種
の
全
て
の
無
教
会
主
義
者
の
立
場
の
代
弁
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
言
及
し
た
「我々を束縛する全ての権威」とは、狭い範囲では一般の教会内部における権威的組織と見なすことができると考え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
こ
れ
は
超
国
家
主
義
体
制
を
基
に
彼
自
身
の
祖
国
に
対
し
て
植
民
地
支
配
を
行
使
し
て
い
る
日
本
に
対
す
る
抵
抗
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
金
教
臣
は
、
無
教
会
主
義
と
は
全
て
の
個
々
人
に
お
け
る
精
神
的
解
放
を
実
証
す
る
た
め
の
新
た
な
基
準
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
時
代
お
よ
び
世
界
を
実
現
化
す
る
た
め
の
価
値
的
原
型
に
ま
で
引
き
上
げ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
に
と
っ
て
の
積
極
的
無
教
会
主
義
と
は
、
既
存
の
権
威
と
束
縛
に
対
し
て
行
う
否
定
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
新
た
な
形
の
精
神
的
絶
対
主
義
に
よ
っ
て
理
想
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
別
な
他
者
を
介
在
さ
せ
な
い
、
組
織
的
序
列
を
排
除
し
た
こ
の
全
く
新
た
な
形
の
精
神
的
絶
対
主
義
に
お
い
て
は
、
純
粋
な
キ
リ
ス
ト
教
的
基
盤
に
依
拠
し
た
奉
仕
活
動
に
重
な
る
「
実
践
」
を
最
高
の
価
値
と
し
て
常
に
想
定
し
て
き
た
と
判
断
で
き
る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
個
々
人
に
お
け
る
実
践
的
な
行
動
様
式
を
通
し
て
人
格
と
価
値
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
た
普
遍
性
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
原
理
と
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
彼
は
、
無
教
会
主
義
者
は
時
間
の
使
用
に
お
い
て
も
節
度
あ
る
態
度
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
、
世
俗
的
享
楽
よ
り
は
他
人
へ
の
奉
仕
と
真
理
を
求
め
る
学
（７） 
問活動へ邇進するために与一兀毫われた時間を使わなければいけないと強調した。彼にとって無教会主義者とは、個人的
領
域
に
お
い
て
倫
理
主
義
的
、
か
つ
禁
欲
主
義
的
姿
勢
と
と
も
に
、
各
自
が
属
し
て
い
る
社
会
と
時
代
の
中
で
、
そ
の
社
会
を
代
弁
す
る
良
心
と
し
て
の
役
割
を
実
行
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
個
人
の
生
涯
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
普
遍
的
価
値
の
実
践
を
通
し
て
、
自
己
の
救
援
と
と
も
に
他
人
と
社
会
の
救
援
の
当
事
者
と
し
て
責
任
を
担
お
う
と
し
た
彼
の
姿
勢
は
、
個
人
的
実
践
の
究
極
的
志
向
目
標
で
あ
り
、
人
間
世
界
に
お
け
る
絶
対
的
存
在
と
し
て
の
「
神
」
の
表
象
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宗
教
的
真
理
を
時
代
的
現
実
に
お
い
て
実
践
し
て
行
こ
う
と
し
た
内
村
鑑
三
の
態
度
を
深
く
尊
敬
し
て
い
た
金
教
臣
は
、
不
敬
事
件
と
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
六
）
（
崖
）
一二九
２
．
無
教
会
主
義
継
承
者
と
し
て
の
金
教
臣
Hosei University Repository
一
方
、
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
金
教
臣
は
、
一
九
二
七
年
に
帰
国
し
、
地
元
の
高
校
の
教
師
を
務
め
な
が
ら
、
大
学
時
代
「朝鮮聖書研究会」を立ち上げた威錫窟らとともに雑誌『聖瞥朝鮮』を発行し主筆となって活躍し始めた。『聖書朝
鮮
』
で
は
、
植
民
地
状
況
下
の
祖
国
の
社
会
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
普
遍
的
真
理
に
つ
い
て
探
究
す
る
こ
と
を
第
一
目
標
と
しながら、無教会主義的な立場から思想活動を自我と祖国との関係の中に宗教的真理と価値を代入させることで実践
していこうとした。金教臣にとって普遍的真理を求めることは、この『聖書朝鮮』を通して、植民地状況という同時
代の祖国の人々に焦点を合わせた「愛の実践」でもあった。『聖書朝鮮』の第六十一号から第八十三号においては、
上記の威錫憲の「聖書的立場から見た朝鮮の歴史」という論説が二年にかけて連載されるが、この内容が朝鮮総督府
によって問題視され、内容削除と発行禁止処分を受けるなど苦難を迎える場面を呼び起こしたのである。この結果、
この雑誌の代表編集者であった金教臣が不法団体組織などの罪で官憲に逮捕され、有罪判決を受けて一年間投獄され
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非戦論で現れた内村の社会的行動が真の愛国心に起因するものと判断していた。特に日露戦争期において内村が一不し
た非戦論は、巨大な帝国主義に対する批判であると同時に、日露両国という巨大帝国が金教臣の祖国に対して行った
征服支配への批判とも見なしていたのであろう。このような内村の指導を受けながら金教臣は、内村の門下生であり
ハ
ム
ソ
ツ
フ
オ
ン
同じ東京高等師範学校の同期生であった威錫憲とともに一九一一五年から「朝鮮聖書研究会」を組織し、聖書研究に専
念しながら社会問題にも意識を傾注するようになった。彼らは、人間は神の愛（凋眉の）を実践するための道徳的責
（８） 
任者として存在し、このような人間が中心になって一つの時代が形成されるものと考一えていた。したがって、彼らは
祖
国
の
植
民
地
状
況
を
克
服
し
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
歴
史
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
絶
対
者
の
意
向
を
実
現
す
る
も
の
と
判
断
し
て
い
た
と考えられる。
一方、東京一
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た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
太
平
洋
戦
争
が
本
格
化
し
た
一
九
四
二
年
三
月
の
百
五
十
八
号
を
最
後
に
「
聖
書
朝
鮮
』
は
廃
刊
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
金
教
臣
は
、
同
じ
無
教
会
主
義
の
同
志
で
あ
っ
た
矢
内
原
忠
雄
、
片
山
哲
ら
か
ら
「
あ
な
た
は
主
の
名
前
の
為
に
苦
痛
を
受
け
る
者
の
最
前
列
に
立
た
さ
れ
て
い
る
」
の
で
「
如
何
な
る
権
力
や
武
力
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
真
理
の
み
を
伝
え
て
い
く
（９） 
ことができますように」とのメッセージが書かれた手紙を受け取っている。この日本の第二世代無教会主義グループ
の
構
成
員
の
う
ち
、
金
教
臣
は
矢
内
原
忠
雄
を
最
も
高
く
評
価
し
て
い
た
。
彼
は
、
内
村
鑑
三
の
無
教
会
主
義
的
精
神
を
継
承
し
な
が
ら
も、既存の教会に対する批判だけに走らず、一般社会と政治問題を手懸けながら、宗教関係者および知識人たちの間
（川）
で
「
尊
敬
を
受
け
て
い
る
存
在
」
と
矢
内
原
を
評
価
し
た
。
と
く
に
、
両
者
は
無
教
会
主
義
を
通
し
て
、
時
代
を
反
映
し
た
社
会
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
は
共
通
の
意
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、
相
互
理
解
に
基
づ
い
た
私
的
交
流
に
よ
っ
て
親
密
感
を
増
し
て
い
っ
た
も
のと見られる。矢内原は『聖書朝鮮』をめぐる一連の事件について、自らが主筆として編集を担当していた雑誌「嘉
信
』
の
復
刊
号
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
昭和十七年三月一一一十日、氏は突如当局の検挙するところとなり、京畿道警察部に留置せられた。氏の同志たる全
鮮の無教会信者も続々検挙せられ、果ては『聖書朝鮮』の読者殆んど全部が或ひは検挙、或ひは召喚せられ、或
る者は即日帰宅を許され、或る者は数日、或る者は数十日留置せられた。氏外十二名の主立ちたる兄弟は最後迄
残されたが、満一ヶ年の後、翌十八年三月二十九日夜半、一同無事釈放せられたのである。『嘉信』第六巻第七
パ
ケ
フ
オ
ン
可
ン
号所載「感話」は、氏が帰宅後四月十八日の家庭礼拝にて塞咀った在獄所感を朴碩鉱氏が筆記して寄せられたも
の
で
あ
っ
て
、
当
時
日
本
内
地
及
び
朝
鮮
に
於
け
る
無
教
会
信
者
に
対
す
る
検
察
当
局
の
空
気
、
殊
に
「
嘉
信
』
に
対
す
る
検
閲
の
戦中戦後知識人の担った使命と役割（六）（崔）
一一一一一
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『中央公論』における「国家の理想」、そして、キリスト教雑誌の『通信』において戦時体制に関する批判的論説を
発
表
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
東
京
帝
国
大
学
か
ら
解
任
処
分
を
受
け
た
直
後
に
矢
内
原
忠
雄
は
、
一
九
四
○
年
京
城
で
開
か
れ
た
講
演
会
に
お
い
て
、
朝
鮮
の
人
々
が
官
憲
に
よ
る
弾
圧
下
で
最
も
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
に
理
解
を
示
し
た
。
金
教
臣
は
こ
の
講
演
会
の
準
備
を
担
当
し
た
が
、
こ
の
講
演
会
で
矢
内
原
は
「
個
人
と
民
族
の
救
援
」
と
い
う
主
題
で
、
全
て
の
人
間
と
民
族
が
平
等
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
と
民
族
は
自
己
愛
を
持
つ
権
利
が
あ
る
と
の
趣
旨
で
演
説
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
全
て
の
民
族
の
自
主
的
権
利
と
平
等
と
を
訴
え
た
民
族
自
決
主
義
的
な
方
向
性
も
示
し
な
が
ら
、
彼
は
金
教
臣
の
愛
国
心
と
信
仰
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
加
え
て
い
る
。
ナタナェルが「真のイスラエル」と呼ばれたやうに、金教臣氏は真の朝鮮人であった。氏は朝鮮を愛し、朝鮮民
族
を
愛
し
、
朝
鮮
語
を
愛
し
た
。
併
し
氏
の
民
族
愛
は
固
随
な
排
他
的
民
族
主
義
と
は
異
っ
た
。
氏
は
キ
リ
ス
ト
の
福
音
に
よ
り
て
新
に
生
ま
れ
た
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
。
柔
和
で
、
勤
勉
で
、
朝
鮮
人
と
し
て
の
生
来
の
美
徳
が
、
信
仰
に
よ
っ
て
一
層
潔
め
ら
れ
て
居
た
。
氏
は
キ
リ
ス
ト
に
在
り
て
己
が
民
を
愛
し
、
キ
リ
ス
ト
を
伝
へ
る
こ
と
を
以
て
己
が
愛
国
心
と
為
し
た
。
米
国
流
の
浅
薄
な
る
基
督
教
に
よ
ら
ず
、
不
信
仰
な
る
蘇
聯
の
共
産
主
義
に
よ
ら
ず
、
は
た
又
世
俗
的
な
る
民
族
運
動
に
よ
ら
ず
、
権
力
者
へ
の
迎
合
・
協
調
に
も
よ
ら
ず
、
純
粋
な
る
無
教
会
福
音
の
信
仰
に
よ
り
て
朝
鮮
人
の
霊
魂
を
新
生
せ
し
め
、
之
を
自
由
と
平
和
と
正
義
の
民
た
ら
し
め
ん
が
為
め
に
、
氏
は
そ
の
貴
き
一
生
を
捧
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
満
一
年
の
留
置
所
生
活
の
間
、
氏
の
態
度
の
公
明
に
し
て
真
法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
四
号
一一一一一一
情
勢
に
お
い
て
は
、
之
だ
け
の
も
の
を
説
明
な
し
で
掲
載
す
る
だ
け
で
も
、
信
仰
に
よ
る
勇
気
と
決
心
と
を
余
に
必
要
と
し
た
の
で
（ｕ） 
ある。〈可にして思へば隔世の感があるが、神の眼の前には、此の時既に日本は朝鮮を失ったのであらう。
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矢
内
原
は
、
金
教
臣
が
無
教
会
主
義
者
と
し
て
活
動
し
た
期
間
を
通
し
て
、
自
ら
の
祖
国
の
自
主
的
独
立
を
求
め
て
、
様
々
な
方
法
で
発
言
し
活
動
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。
矢
内
原
の
場
合
、
植
民
地
政
策
学
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
各
共
同
体
が
自
主
的
経
済
発
展
を
行
っ
た
上
で
の
相
互
共
存
主
義
へ
の
進
展
を
追
求
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
支
配
の
方
法
に
お
い
て
も
行
う
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
（い）
強
調
し
た
。
し
か
し
、
彼
に
よ
る
日
本
の
植
民
地
支
配
に
対
す
る
批
判
意
識
は
、
植
民
地
政
策
自
体
へ
の
批
判
で
は
あ
っ
た
も
の
の
植
民
地
の
自
主
独
立
を
肯
定
す
る
よ
う
な
視
座
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
日
本
の
諸
植
民
地
に
対
す
る
彼
の
認
識
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
そ
の
も
の
を
肯
定
し
、
植
民
地
政
策
に
お
け
る
方
法
論
的
批
判
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
側
面
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
矢
内
原
の
考
え
方
は
、
現
実
の
世
界
に
お
け
る
個
人
と
民
族
の
平
等
に
つ
い
て
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
普
遍
的
平
等
性
だ
け
に
頼
っ
て
抽
象
化
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
金
教
臣
と
矢
内
原
の
両
者
間
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
こ
の
時
代
に
お
け
る
お
互
い
の
立
場
に
つ
い
て
如
何
な
る
認
識
を
保
っ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
は
、
両
者
が
内
村
鑑
三
の
無
教
会
主
義
を
如
何
に
内
在
化
さ
せ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
と
必
ず
分
け
て
着
目
す
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
客
観
性
を
保
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
一
九
三
七
年
二
月
の
『
聖
書
朝
鮮
」
に
お
い
て
金
教
臣
は
、
「
再
出
発
」
と
題
さ
れ
た
文
章
の
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
皇
民
化
政
策
下
で
苦
し
ん
で
い
る
民
衆
と
無
教
会
キ
リ
ス
ト
教
の
連
立
闘
争
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
無
教
会
内
部
に
お
い
て
両
者
間
の
現
実
認
識
の
差
を
（Ｍ） 
正
直
に
認
め
、
独
自
の
無
教
会
主
義
を
主
体
的
に
受
容
し
展
開
さ
せ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
の
宣
言
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
宮
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
六
）
（
寵
）
一一一一一一一
からである。
実
な
る
こ
と
は
、
れ
な
か
っ
た
が
、
取
調
に
当
り
た
る
検
事
の
敬
服
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
い
ふ
。
氏
は
釈
放
後
、
『
聖
書
朝
鮮
』
の
続
刊
は
許
さ
（皿）
伝道に従事することは認められ、鮮満各地を旅行して兄弟の信仰を堅めて居た。
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金
教
臣
は
無
教
会
主
義
に
接
し
な
が
ら
、
自
ら
の
本
来
の
価
値
体
系
を
形
成
し
て
い
る
儒
教
的
価
値
観
念
に
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
普
遍
的
価
値
性
を
加
え
、
時
代
的
現
実
に
つ
い
て
熟
考
を
重
ね
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は
儒
教
の
論
語
に
お
け
る
「
己
所
不
欲
勿
施
於
（脂）
人
」
（
己
の
欲
せ
ざ
る
所
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
）
と
い
う
教
え
か
ら
、
植
民
地
の
疎
外
さ
れ
た
民
衆
を
自
ら
抗
弁
し
、
彼
つ
り
と
積
極
的
に
連
帯
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
す
で
に
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
黄
金
律
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
虞
□
。
：
８
○号の『、Ｐの］・ロミ・色一二宮ぐの◎言の厨』・ｇ８『。Ｐ愚（己の欲する所を人に施せ）［、丘の叩冨臣二】のミヨｌ屋］が存在するこ
（肥）
とは彼を一層深く捉一えたに違いない。そして、「見義不為無勇他」（義を見てせざるは勇無き也）という教えから、彼
は
、
民
衆
の
代
表
と
し
て
正
義
の
実
現
の
た
め
に
戦
う
行
動
を
実
行
し
な
け
れ
ば
、
無
知
な
存
在
よ
り
も
卑
屈
な
も
の
と
判
断
し
た
の
で
あろう。彼はキリスト教における「慈愛（日日Ｑ）」、並びに仏教における「慈悲」の観念を儒教における「仁義」と
し
て
実
現
す
る
た
め
に
は
、
具
体
的
行
動
を
取
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
一九四二年三月のいわゆる「聖書朝鮮」事件以降、教職から追放された金教臣は、同年の七月に興南の日本窒素肥
料工場に管理職として就職し、日本人管理職を除いて従業員の殆どを占めていた約三千人朝鮮人労働者たちの厚生福
利
に
つ
い
て
要
求
す
る
労
働
運
動
の
現
場
で
仁
義
の
実
現
に
向
け
て
尽
力
し
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
四
月
、
労
働
者
の
間
で
流
行
し
て
法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
四
号
一三四
窟
が
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
共
に
無
教
会
主
義
キ
リ
ス
ト
教
を
危
険
な
も
の
と
見
な
し
て
い
た
理
’
田
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
反
体
制
的
動
き
の
出
現
な
ど
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
３．儒教的価値認識と人間観ｌ「仁義」の実践
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い
た
発
疹
チ
フ
ス
と
い
う
病
気
で
こ
の
世
を
去
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
、
厳
し
い
労
働
の
現
場
を
自
ら
の
体
で
直
接
体
験
し
な
が
ら
（面）
「
學
而
時
習
之
不
亦
説
乎
」
（
学
び
取
り
時
々
習
い
取
る
と
ま
た
こ
れ
も
嬉
し
い
も
の
で
は
な
い
か
）
と
い
う
儒
教
の
好
學
に
お
け
る
態
度
で
こ
の
厳
し
い
現
実
を
出
迎
え
た
。
金
教
臣
は
、
最
後
に
「
我
が
人
生
四
十
数
年
の
間
、
こ
の
工
場
に
お
い
て
初
め
て
我
が
民
族
を
体
内
（肥）
に収めて慰めることができた」という言葉を残したと伝われている。彼のこの最後の一一一一口葉は、神から付与された苦難
を
静
か
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
体
験
に
よ
る
人
格
的
覚
醒
を
通
し
て
祖
国
の
悲
哀
を
深
く
受
け
入
れ
た
旨
の
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
矢
内
原
は
金
教
臣
の
死
去
後
に
、
次
の
よ
う
な
哀
悼
文
を
通
し
て
彼
の
死
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
た
。
金
教
臣
氏
は
本
年
四
月
二
十
五
日
、
朝
鮮
興
南
に
て
天
父
の
許
に
召
さ
れ
た
。
発
疹
チ
フ
ス
に
て
臥
病
僅
か
一
週
間
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
余
は
氏
と
私
交
深
か
ら
ず
、
氏
の
履
歴
に
つ
い
て
も
詳
細
を
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
・
・
・
然
る
に
昨
年
徴
用
せ
ら
れ
て
興
南
の
曰
空
工
場
に
勤
務
中
、
病
に
罹
り
て
天
に
召
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
の
同
志
は
師
父
を
失
ひ
た
る
恩
ひ
に
て
深
き
哀
悼
に
沈
ん
だ
。
そ
の
一
人
は
余
に
轡
を
寄
せ
て
言
っ
た
、
「
朝
鮮
の
天
地
は
金
教
臣
先
生
を
失
う
て
、
俄
か
に
真
暗
く
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
・
・
・
小
生
は
神
様
に
抗
議
し
た
い
心
が
山
々
で
あ
り
ま
し
た
が
、
併
し
神
は
御
自
身
の
栄
光
の
為
に
最
善
を
為
し
給
ふ
方
で
いらっしゃるから、柔順に服従するのみであります。・・・本当に考へれば考ふる程、朝鮮最大の宝を失ひたる
気
が
致
し
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」
他
の
一
人
は
曰
く
、
「
金
教
臣
先
生
の
死
は
全
く
ピ
ス
ガ
山
上
の
モ
ー
セ
の
死
で
す
。
ヨ
シ
ュ
ァ
な
き
我
ら
は
ど
う
し
ま
せ
う
か
。
ｌ
我
々
は
今
や
小
な
る
ヨ
シ
ュ
ァ
に
な
っ
て
、
ヨ
ル
ダ
ン
を
渡
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
生
、
祈
っ
て
下
さ
い
ま
せ
。
」
朝
鮮
無
教
戦中戦後知識人の担った使命と役割（六）（崖）
一三五
Hosei University Repository
法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
四
号
一一一一一ハ
会
陣
営
の
モ
ー
セ
は
俄
か
に
天
に
召
さ
れ
、
今
や
地
上
に
そ
の
温
容
を
見
る
を
得
な
い
。
併
し
な
が
ら
嘗
て
内
村
鑑
三
先
生
の
告
別
式
に
於
い
て
、
故
藤
井
武
が
「
之
は
新
日
本
の
定
礎
式
で
あ
る
」
と
喝
破
し
た
や
う
に
、
金
教
臣
氏
の
昇
天
は
正
に
新
朝
鮮
の
定
礎
式
で
あ
っ
た
。
氏
の
急
逝
後
四
箇
月
な
ら
ず
し
て
時
局
は
急
転
し
、
朝
鮮
は
自
由
な
る
独
立
国
と
し
て
甦
生
す
る
機
運
を
恵
ま
れ
た
。
併
し
真
に
国
を
建
つ
る
も
の
は
、
第
三
国
の
力
に
よ
る
軍
事
的
・
政
治
的
解
放
で
は
な
い
。
そ
の
国
民
自
身
の
信
仰
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
信
仰
に
由
ら
ざ
れ
ば
、
一
の
悪
鬼
を
追
ひ
出
し
て
七
つ
の
悪
鬼
を
迎
へ
入
れ
た
る
家
主
の
醤
に
洩
れ
ず
、
国
の
独
立
必
ず
し
も
祝
福
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
義
し
き
国
と
し
て
朝
鮮
を
興
す
力
は
、
氏
の
宣
く
伝
へ
た
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
祝
福
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
余
は
朝
鮮
の
兄
弟
諸
君
が
氏
の
遺
志
を
継
承
し
て
、
信
仰
に
よ
り
て
余
の
悪
と
勇
し
く
戦
ひ
、
朝
鮮
に
真
の
救
を
も
た
ら
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
る
。
か
く
し
て
こ
そ
氏
の
昇
天
は
そ
の
意
義
を
完
く
す
る
も
の
と
信
ず
る
。
主
に
あ
り
て
敬
愛
す
る
兄
弟
金
教
臣
君
の
霊
よ
、
君
は
余
に
対
し
て
真
実
で
あ
っ
た
。
君
は
多
く
の
同
志
に
『
嘉
信
』
を
紹
介
し
、
推
薦
し
て
く
れ
た
。
君
の
紹
介
に
よ
り
て
与
へ
ら
れ
た
朝
鮮
人
の
誌
友
は
、
『
嘉
信
』
読
者
の
中
最
も
真
実
、
最
も
善
良
な
る
分
子
で
あ
る
。
『
嘉
信
」
は
そ
の
最
善
の
読
者
を
、
内
地
人
の
中
よ
り
も
寧
ろ
朝
鮮
人
の
間
に
有
っ
。
余
は
之
に
よ
り
て
朝
鮮
人
た
る
兄
弟
姉
妹
の
信
仰
を
知
り
、
愛
を
知
り
、
真
実
な
る
性
格
を
知
り
、
朝
鮮
人
に
つ
い
て
真
に
希
望
を
有
し
た
。
余
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
間
に
さ
へ
見
ざ
る」信仰を、我らの「ギリシャ人」の間に見出したのである。而して之らはすべて氏の伝へたる福音の果であり、
氏
の
信
仰
と
人
格
と
の
反
映
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
過ぐる年の朝鮮伝道旅行に際し、八月二十八日平壌監理教会堂にて、余は氏の司会の下に、エペン瞥第二章一
一’二二節に基いて語った。当時平壊は当局による基督教弾圧の中心地であり、この集会も秘かであった。集会
後資任者は警察に召喚され、余も亦刑事の訪問を旅館にて受けた。その時集会にて語りし聖書の一節を、余はこ
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金
教
臣
は
他
人
へ
の
慈
愛
の
実
践
に
は
、
禁
欲
的
な
態
度
で
臨
み
、
実
践
者
自
ら
が
代
価
を
支
払
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
。
彼
は
自
ら
を
「
無
資
格
」
と
述
べ
つ
つ
、
神
か
ら
も
ら
っ
た
慈
悲
を
他
人
へ
の
慈
愛
と
し
て
返
す
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と
い
う
意
志
だ
け
が
そ
の
原
動
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
彼
は
、
神
に
対
す
る
尊
敬
と
他
人
に
対
す
る
尊
敬
が
二
様
一
元
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
て
の
倫
理
の
始
ま
り
で
あ
り
信
仰
の
完
成
で
あ
る
も
の
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、
「
慈
愛
の
実
践
」
こ
そ
が
、
全
て
の
宗
教
的
信
念
に
お
い
て
最
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
価
値
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
植
民
地
状
況
と
い
う
厳
し
い
現
実
の
中
で
、
金
教
臣
が
重
要
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
抑
圧
的
な
社
会
的
現
実
に
対
す
る
批
判
的
考
察
と
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
に
よ
る
正
義
の
樹
築
と
個
々
人
に
お
け
る
自
己
の
確
立
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金教臣は、あるべき時代と歴史というものは人と人の間で交わされる敬愛によって構成されるものと判断しつつ、
道
徳
的
真
理
に
つ
い
て
認
識
す
る
こ
と
は
神
の
存
在
を
理
解
す
る
こ
と
と
も
直
結
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
彼
は
、
「
朝
間
道
夕
戦中戦後知識人の担った使命と役割（六）（崖）
一三七
「そはキリストによりて我ら二つのもの一つ御霊にありて、父に近づくことを得たればなり。」之が君と余との
友
誼
の
根
本
で
あ
り
、
而
し
て
民
族
融
和
、
世
界
平
和
の
根
抵
も
亦
之
以
外
に
な
き
事
は
、
君
と
余
と
の
共
通
の
信
念
で
あ
っ
た
。
今
や
天
に
あ
る
君
の
霊
と
地
に
残
れ
る
我
ら
と
、
相
共
に
「
怨
な
る
隔
の
中
藤
を
段
ち
、
二
つ
の
者
を
己
に
於
い
て
一
の
新
し
き
人
に
造
り
て
平
和
を
成
し
」
袷
ふ
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
、
日
本
と
朝
鮮
と
の
間
、
東
洋
と
世
界
と
の
間
に
堅
く
樹
立
し
、
キ
リ
ス
ト
の
血
に
よ
り
て
永
遠
の
平
和
の
礎
を
築
か
う
で
な
い
か
。
（四）
（
『
嘉
信
』
第
八
巻
第
九
号
・
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）
九
月
）
こ
に
繰
返
し
て
引
用
し
よ
う
。
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死可」（朝に道を間かば夕に死すとも可なり）との儒教における教》えを自らの精神的な理想主義として設定していた
が
、
「
道
」
を
聞
く
、
つ
ま
り
天
下
に
「
道
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
死
ん
で
も
樹
わ
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
、
実
践
に
よ
っ
て
世
の
中
を
変
え
る
と
い
う
使
命
感
に
満
ち
満
ち
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
力
こ
そ
が
正
義
で
あ
る
と
い
う
論
理
に
根
拠
を
お
い
た
住
性
に
し
て
道
徳
を
阻
害
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
支
配
力
を
発
揮
し
て
い
る
現
実
の
世
界
の
不
条
理
を
打
破
す
（Ⅲ） 
る
た
め
に
「
正
義
は
力
に
勝
つ
」
と
の
認
識
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
根
拠
と
し
て
、
彼
は
、
「
力
こ
そ
が
正
義
で
あ
る
」
と
い
っ
た
帝
国
主
義
の
間
違
っ
た
存
在
論
理
に
対
し
て
は
「
そ
の
誤
り
に
つ
い
て
世
界
史
の
中
に
明
確
（躯）
に
残
す
」
形
態
で
審
判
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
述
べ
た
。
こ
の
た
め
彼
が
選
択
し
た
手
段
と
は
、
自
己
に
お
け
る
内
面
的
省
察
と
苦
難
と
の
直
接
対
時
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
不
条
理
な
現
実
の
状
況
に
お
い
て
疎
外
さ
れ
た
人
々
の
抗
弁
、
そ
し
て
、
彼
ら
と
の
積
極
的
な
連
帯
を
通
し
て
自
ら
の
内
面
的
省
察
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
不
条
理
を
実
際
に
克
服
し
、
正
義
を
樹
立
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
金
教
臣
は
植
民
地
状
況
が
続
く
祖
国
で
生
き
て
い
る
全
て
の
人
々
の
た
め
に
も
、
自
ら
を
犠
牲
に
し
て
も
苦
難
と
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
論
理
的
構
成
図
式
の
中
に
は
、
現
実
の
歴
史
に
お
い
て
普
遍
的
真
理
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
彼
自
身
の
主
体
的
、
か
つ
実
践
的
思
考
の
姿
勢
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
抑
圧
さ
れ
た
祖
国
の
人
々
の歴史を創造的に存続させるため、現実を克服しようとした彼の試みが溶解されていると考えられる。
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